
目 的

方 法

公共交通機関が十分に整備されていない地方においては、通勤手段として最も車が多く、長時間通勤による身体活動の

 低下に伴う肥満の増加が懸念される。

本研究では、通勤時間の延長に伴う生活習慣の変化や肥満との関連を性、年代別に分析することを目的とした。

考 察

結 果

■通勤時間が長い（1時間以上の群）者の肥満と生活習慣の関連

２０代男性
・就寝時刻が有意に遅かった。

３０代女性
・肥満者が有意に多かった。
(1時間未満：18.6%、1時間以上：26.7%、P=0.013)。

  ・夕食時刻が遅く、睡眠時間が短い結果となった。

６０代女性
・睡眠時間が有意に短い結果であった。

全区分
・通勤時間と運動習慣の有無については、有意な関連は認められなかった。
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【ま と め】

〇 ３０代女性は、肥満と２つの生活習慣に有意差があった。

 30代は子育て世代であること。

 核家族が多いことが影響し、周囲の協力が不足すること。

 子どもの年齢により時間管理が多様化することで、家事を始める時間
が遅くなり、夕食時刻が遅くなっている。

 短い睡眠時間となっている要因は、子どもが寝ている早朝に起きて
   家事をこなしている。

 今後の健康診査後の保健指導において、通勤時間と生活習慣の関連に
   ついて更なる背景の把握に務めることで、適切な支援をしていきたい。

▼問診表▼  生活習慣１５項目、他

長い通勤時間は、身体活動の低下に影響はあるのか？ ３０代女性には、肥満と２つの生活習慣に関連あり。

COI：該当なし

【 対 象 】

郡山市健康振興財団において、２０２０年度および２０２１年度に一度でも定期健康診査を受診した者。

 ２０歳以上の労働者のうち、通勤時間、夕食時刻、睡眠時間、就寝時刻の質問に回答した者。
 １３,３７５名 (男性６,８１４名、女性６,５６１名) 

【 分 類 】

 ＢＭＩ ２５以上 を肥満と定義した。

 １日あたりの通勤時間については、１時間以上、1時間未満に分類した。

 他、週あたりの運動実施日数が０日と回答した者を運動習慣なし、
１日以上と回答した者を運動習慣ありと分類した。

【 分 析 】

  通勤時間と生活習慣、肥満の関連について、男女それぞれ年代区分別に
カイ２乗検定を行った。
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